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平成 26年 11月 24日 
野島貞夫 

自然農法について（野島農園） 
1. 土づくり 

1.1. 堆肥 

枯草、有機堆肥、牛ふん、小麦堆肥（草の種をまいたのを昨年から）を使用しています。  

主役は枯草で、農園で刈った草などです。この枯草を敷いて敷草として使用しています。 

軟らかい土の所は敷草を使用し、硬い土の所はぼかしや牛ふんを使用する。 

 

ぼかし 

 

小麦堆肥 

 

落葉回収 

 

 

 

1.2. 土の掘り起こし 

硬い所は 60cm程度掘って、落葉を 30cmくらい入れる。 

 

1.3. 保温（マルチ、敷きワラ（枯草等）） 

４～９月は敷草をする。（乾燥防止、草の抑制） 

越冬する１１～３月はビニールマルチを主に使用する。敷ワラも行う。 

四月にまくサトイモに対しては、マルチを敷く。５月には芽を出す。 

トウモロコシは７月収穫するためには、３月末にまき、マルチと保温用ビニールシートをかける。 

コマツナ、カブ、ホウレンソウ。３月収穫するため１１月に種をまき、マルチ、保温用ビニールシ

ートをかける。 

 

 

2. 防虫対策 

チョウチョが害虫です。 

7月にニンジンの種をまくと、出た芽や葉をチョウチョの幼虫が葉を食べます。 

トウモロコシはトリやハクビシンが狙っています。 

→対策として、トリは空中に約 40cm 間隔でロープをはります。ハク

ビシンは寒冷紗で囲みます。 

スイカは５月に苗で植えた場合、実がなる７月くらいからカラス対策

のため寒冷紗をする。 

８月キャベツ、ブロッコリーは苗で植えます。種から植える場合は９

月から植えます。 

自然農法は時期を遅らせてやるのが重要です。 

  

 

寒冷紗 

 

土の掘り起こし（落葉堆肥入れ） 
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3. 野菜の育成管理 

3.1. うねづくり 

基本うねの幅１m、高さは１０cmとします。 

サツマイモのうね幅 60cm、高さ 30cm 

サトイモのうねの高さ 30cm 

 

 

 

 

3.2. 種まき・苗植え付け 

３月 トウモロコシ 種を洗って農薬を落としてから植える。（種購入） 

３月中旬 ジャガイモ 切らずにまるごと植える。切った場合シリカなどをつける。 

４月 サトイモ うねの高さは 30cm 

４月 深ネギ（条播き）、タマネギ（条播き） 

５月 サツマイモ 前日が雨の日及び夕方植えるのが良い。新しい芽が出るまで水かけが重要。 

５月 キュウリ ナス、 ピーマン、トマト、シシトウ、スイカの苗を植える。 

キュウリはネットに絡ませる。ナス、ピーマン、トマトは支柱に縛り付ける。 

５月 枝豆、トウモロコシ、ラッカセイ、ゴボウ等の種まき。 

６月 ゴーヤ 種を一晩水につけてから植える。 

７月 ニンジン（条播き） 

８月 深ネギの移植。 

８月末 キャベツ（11月収穫）、ブロッコリーの苗植え  

９月 ダイコン、ハクサイ、キャベツ（２月収穫。虫にやられにくい）の種まき 

10～11月 ホウレンソウ、シュンギク、カブの種まき（条播き）  

 10月は露地栽培。 11月は越冬させるのでマルチと保温用ビニールシートを使う 

11月 スナップエンドウ 

 

スナップエンドウの種まき 

 

ジャガイモの種植え付け 

 

サツマイモの苗植え付け 

 

タマネギの苗植え付け 

  

 

うねづくり 
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3.3. 育成管理 

3.3.1. 土かけ（ジャガイモ、サトイモ、ネギ） 

ジャガイモは２回土かけをする。同時に除草する。 

サトイモは３回土かけをする。 

トウモロコシは２回根元に土かけして、風に倒れないようにする。 

 

ジャガイモの土かけ 

 

トウモロコシの土かけ 

 

3.3.2. ツル上げ（サツマイモ） 

ツル上げを行い、不定根の根を降ろさせないようにします。ツルあげと除草を２回行います。影に

なると大きくなりにくいです。 

 

サツマイモのツル上げ 

 

3.3.3. 受粉 

受粉は午前９時頃までに行います。 

トウモロコシは受粉したらオシベを切り落とします。（害虫対策：先端に虫が寄るため） 

スイカの受粉は９時頃まで終わらせます。尚、スイカは実がついてないのがオシベです。 

 
 

3.3.4. 支柱 

ナス、ピーマン、トマトは支柱に縛り付ける。キュウリはネットに絡ませます。 

台風対策と支柱を立てて縛る。 

 ・ゴーヤ、エンドウは支柱と支柱の間は帯で補強します。 

 ・ピーマン、ナス、トマト、シシトウ、キュウリは帯で束縛します。 
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3.3.5. 間引き 

条播きした種は間引きする必要があります。例：ニンジン 

 

 

4. 野菜の育成管理 

・苗の育成でむずいのはタマネギの苗 

マルチを敷いて５～６粒入れたが上手くいきませんでした。 

今年は、水を毎日かけ、条播きしたら平均して大きくなり、上手くいきました。 

・サトイモ気温３０度を超えると軸が枯れるので水かけが重要。また、敷草を厚くする。 

・エダマメは虫が入っていたので対策が必要です。→ 対策：早く植えると良いのではないか。 

・ニンジンは種まきしたがうまく生えず、何回か種まきを行いました。そのため間引きが苦労しま

した。→原因は土が水分不足だった可能性。 

・さくとさくの間は根を残して、草を刈ります。 → 乾燥対策 

 

ラッカセイ 

 

タマネギ 

 

トマト 

 

昆菜栽培 

カラシナ、ニンニク、ブロッコリー、 

ショウガシシトウ 

 

 

今回の講演会資料（配布資料及びパワーポイント資料など）は後日、公開致します。 

公開場所は、「門前自治会」で検索して下さい。URL：http://kuru-chan.com/0414monzenjichikai/ 

 

癒しの郷野島農園（MOA 自然農法認定ほ場）は地域の住民に自然農法を広めるために活動様子公開し

ています。自然農法の良さを理解して頂くためには、自分達の健康増進に効果があることを自ら体験し

て頂くことだと思っています。そのため自然農法の課題は健康増進に効果があるのかの実績作りです。 

私が考える自然農法の醍醐味は畑で実った野菜をそのまま試食できることです。具体的にはトマトやナ

ス、トウモロコシをまるごとその場で試食すると感動を覚えるでしょう。 

野島農園の野菜は自然農法ですので、多くの来訪者が醍醐味を実体験できると思っています。 

今後、多くの農家の後継者が自然農法の仲間になって頂くことを念願しております。 


